
   
ながれ

① ロープで二重の円を作りましょう。

② 一番内側の円の中におたまじゃくしのお面をかぶった子が入りましょう。

③一番外側の円の外におたまじゃくしやカエルを食べるヘビや鷹といった生き物のお面をかぶった
子が入りましょう。この子達が鬼の役です。

④準備が出来たら、一番内側の円と一番外側の円の間で5分間鬼ごっこをしましょう。ヘビや鷹の
お面をかぶった鬼役にタッチされたおたまじゃくしはそこでゲームオーバー。

⑤ 最後までタッチされなかった人が生き残れます。

●所要時間をいろいろ設定して行うと面白いです。

おたまじゃくしゲーム

テーマ

＊出典：2002年3月（社）日本環境教育フォーラム編集発行「自然体験アクティビティ集」

食物連鎖を知り、生物を大切にす
る気持ちをやしないます。

時 間

場 所

季 節

人 数

用 具

河原・砂浜（公園・室内）・校庭

20分 数十名

いつでも ロープ（長さの違うもの、2本）
お面

ポイント
・ゲームの目的が明確になるように、おたまじゃくしには学年のちいさな子にするといいかもしれませ

ん。たくさんのおたまじゃくしが食べられてしまうこのゲームからは、カエルになることの難しさが分

かるでしょう。アクティビティのあとにはゲームを振り返り、分かち合い、子供達からも感想をもらい

ましょう。そして、ゲームの目的となる言葉をかけ、気付きを高めるとともに食物連鎖の話を聞かせて

あげましょう。


